等積変形
【１】右図のような平行四辺形ABCDに
　　　ついて、（　）内を底辺と考えて
　　　等しい面積の三角形を答えなさい。
　　①△ABC　(辺BC)
　　②△ABC　(辺AB)
　　③△BCD　(辺CD)

【２】右の図でAB//CDのとき、面積の

　　等しい三角形を3組答えなさい。
【３】右図のように平行四辺形ABCDがあり、
　　辺AD上に点Eをとり、Eを通りACに
　　平行な線と辺CDとの交点をFとする。
　　△ABEと同じ面積の三角形をすべて
　　答えなさい。

【４】辺BCの延長上に点Eをとり、
　　四角形ABCDの面積と△ABEの
　　面積が等しくなるように△ABE
　　を作りなさい。
【５】右図のように平行四辺形ABCDがあり、
　　辺BC上に点Eをとり、Eを通りBDに
　　平行な線と辺CDとの交点をFとする。
　　△ABEと同じ面積の三角形をすべて

　　答えなさい。

【６】右図のような平行四辺形ABCDに
　　ついて、ABの延長上の点Eと点D
　　を結びBCとの交点をFとする。また
　　BDとAFとの交点をGとする。

　　次の問いに答えなさい。
　　
　(1)△ABGと面積の等しい三角形を

　　答えなさい。

　(2)△ABDと等しい面積の三角形をすべて答えなさい。

　(3)△BEDと等しい面積の三角形をすべて答えなさい。


【７】右のように折れ線ABCを境界として
　　(ア)と(イ)の土地があります。この2つの
　　土地の面積を変えずに点Aを通る直線AP
　　を新しい境界線に変えたい。直線APを
　　書きなさい。
解答・解説
・等積変形は平行な直線をさがす。

　→底辺が共通で高さが等しいならば、同じ面積の三角形ができる。

・平行四辺形に対角線を引くと、合同な2つの三角形になる。→同じ面積。

・三角形を足したり引いたりして同じ面積の三角形をさがすこともある。

※等しい面積の三角形を答えるときは対応の順番は気にしない。

【１】　①△BCD
②△ABD
③△CDA
【２】　△ACDと△BCD

　
△ABCと△ABD

　
△ACEと△BDE（等しい面積の△ACDと△BCDから△CDEの部分を引く）

【３】　△ACE、△ACF、△BDF

【４】　右図
　解説　対角線ACをひく。
　　　点Dを通りACと平行線をひく。
　　　△ACD＝△ACEになる。
【５】　△DBE、△DBF、△DAF

【６】　(1)△DFG

　
(2)△AFD、△BCD、△ECD

　
(3)△BEC、△AEF　
　解説　　(3)△BEDをBEで2つに分ける。
【７】　右図
　点Bを通りACと平行な線をひくと
　等積変形ができる。
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